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特集 地域医療情報 ネ ットワークー
尼崎市医師会の医療情報ネッ トワーク
システムによる病診連携
尼崎市医師会 山 口 吉 彦
は じめ に
"尼崎市の地域特性 を正確 に把握 し
、その上で市民
に質の良い医療 を提供する"こ とを目標に、尼崎市医
師会 に将来計画委員会が設け られて12年になる。この
委員会では尼崎市の医療需要環境調杢、会員の意識調
査、全国各地の施設の見学等研修等 を続けてい る。委
員会か ら執行部 に参加する者が続 出し、現在では委員
全員が会務の運営に参加 してこの委員会は任務 を終っ
た。"学閥、地縁、血縁 を排 除 して、会員が誰で も平
等 に地域医療に参加 出来 る場 を提供する"こ れが現在
の尼 崎市医師会 の基本方針で あ り、医療情報 ネッ ト
ワーク、病診連携 を進める前提条件 になっている。
以下、尼崎市医師会の概要、ファクシ ミリによる地
域 医療情報 ネ ッ トワーク と病診連携の現況 を報告す
る。
(A)尼 崎 市医 師会 の 概要
東西8粁 、南北10粁の平野で人口50万の都市 に会員
数691名(A会員434名,B会員257名)、公立病院3(1620
床)、私立病院27(約2500床)、診療所403、保健所6、
臨床検査 センター1、 休 日夜間診療所1、 をもって構
成 している。
会務の運営 を円滑 を行 うため、19地区に区分 した地
区会を設 け、1ヶ 月に1回 地区長会の後 日、地区会 を
開催 している。
地域医療活動 としては、地域医療情報 ネ ットワーク
システムによる病診連携、公害医療、予 防接種(個 別
接種)、住民検診(個 別検診)、健康教育 の実施、臨床
検査セ ンターの運営、市内の福祉施設へ の嘱託医 とし
ての出務r全 国にさきがけた全員校医制 による学校活
動、救急対策 として、会員の出務による休 日 ・夜間診
療所の運営 、看護学校の運営、産業医療活動等 を会員
の協力の もとに積極的に行っている。
地域社会活動としては市の衛生、健康問題 に関する
各種委員会、審議会、審査会、協議会への参画、地域
の各種団体 との交流 により、地域住民のなかに とけ込
み、地域住民 と共に公衆衛生の向上 を図 り、社会福祉
の増進 につとめている。
この様 な幅広い地域医療活動、地域社会活動 を展 開
している結果、医師会の活動を支える財政的基盤 はw
各種委託料 、補助金 、奨励金等が会員の拠出金 を上廻 っ
ている。
(B)地 域 医 療 情 報 ネ ッ トワ ー クに よる病 院連
携
1)医療情報ネッ トワーク
昭和61年夏か らファクシ ミリによる情報 ネ ットワー
クシステムの構築 を開始 した。発足 当初は約100医療
機関の参加があ り、平成元年2月 末現在214医療機関
にフ ァクシミリが設置 されている。
a)フ ァクシ ミリの採用
機器 としてファクシ ミリを採用 したのは、①パ ソコ
ンに比較 して取扱いが容易であ り、②経済的負担が少
い、③原稿が手許に残 り、④電話の様に送信相手の 自
由を束縛せずに情報の伝達が可能、⑤機種 を統一 し、
NTTと契約す れば一度に全機関に発信が可能 であ り
セ ンター機能 を生かせる等 の理由からであ る。 しか し
パソコンの様に入力 した情報 を集積、分析する機能は
勿論期待出来ない。
(この医療情報の集積、分析 については、健康開発
センターの建設 によって解決することにな っている。
これについては後に述べ る0)
このシステムに参加す る会員の負担は、専用電話回
線の設置 と、使用電話料 を支払 うことである。機械 は
リースで、 リース料 と保守管理費用 は医師会が負担す
る。医師会事務局には専用 のマルチ発信機 を設置 した。
b)フ ァクシ ミリによって事務局か ら送 られる情報
イ)尼 医FAX情 報(毎 日)(資料1)
薬業事報社 と契約 し、毎 日送 られて くるメデ ィフ ァ
クスと医師会で購読 している新聞か ら会員に必要な記
事のみだ しを列記する。事務員が原案を作成 し、担当
役貝が点検 し午前11時頃 までに会員に送る。記事の詳
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細 を知 りたい場合には、送られた情報紙の必要項 目に
○ 印をつけて資料の要求 をすれば良い。
ロ)事 務連絡、理事会、委員会、講演会等の討議案
が前 日までに送 られるから、各 自が自分の担当事項の
確認 、準備 を して会議に出席出来 る。従 って会議の時
間の短縮 と実のある討議が可能 となる。会議 の決定事
項で必要 なものは翌 日会員に通報 されるa
c)サ ーベ イラ ンス情報(資 料2)
これ までは各定点の情報をハ ガキで保健所に集め、
この情報が県を経由 して厚生省 に通報 され、同 じ経路
で もどって くるのであるから、時 間がか ・り流行が
終 ってか ら情報 が各 会員 にとどく場合が少 くなかっ
た。そこでフ ァクシ ミリを契機 として、市内を4地 区
に分け、定点の不足 している地区は市 と交渉 して増や
し、各地 区が同 じ条件になる様に補正 し、尼崎市独 自
のサ ーベイランス情報を週報 として発表 している。毎
土曜 日に各定点か らその週の各疾病の集計 を医師会に
報告 して もらい、月曜 日に分類、整理 して火曜 日に会
員に とどけてい る。インフルエ ンザ、おたふ く風等で
小学校 や幼稚園の学級閉鎖の情況 も、流行時には市 の
協力 を得て随時会員に知 らせている。
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d)医 師会が定期購入 している雑誌の目次の送付、
会員が興味のある場合 にはその号を買えば良い し、短
い記事 はコピー して送 ってもらう。
e)そ の他会員の個人情報(死 亡、事故)
勿論これは定期的なものではないが、フ ァクシ ミリ
の効用 を最 も強 く知 らされ場合が少 くない。これ まで
会員の不幸の情報は電話連絡網のみであった。電話連
絡 はい くつか を経由すると最初の情報が末端 まで正確
に伝わる保証はない。途 中で死亡者が別人に変 って伝
わったことがこれ までに少なか らず発生 していた。誰
が何時、死亡 し、通夜、葬儀の 日時、場所が文書で知
らされ る様になったことは大変重宝である。
II)病診連携
医師会が多額の経済的負担 を背負って、フ ァクシ ミ
リによる情報 ネ ットワークを構築 しつつある目的は先
に述べた事務連絡に類するこ とだけにあ るのではな
い。各会員の診療 内容の公開に基づ く医療情報の交換、
診療所 と診療所、病院と診療所の連携の推進の武器と
して情 報 ネ ットワークシステムを活用するこ とにあ
る。これが第一の 目的であると云 って も過言ではない。
尼崎市には前述の様に3つ の公立病院と27の私立病
院、約400の診療所があ る。私立病 院はベ ッド数が多
い所で も200床以下で、地域 に密着 した一次及び二次
の医療が行 われている。診療所 と私立病院との連携 は
各地区の情況に応 じて既 に行 われてお り、私立病院 も
高額医療機器は3つ の公立病院の ものを利用 し第3次
医療を要す る患者は公立病院に転送 している。
a)県立尼崎病院のオープン化
昭和61年10月、県立尼崎病院(500床)は現在地に
移転 した。これを機会に院内に地域医療室が設けられ、
ここに医師会か ら医療秘書が派遣 され、尼崎市医師会
員に開放型病院 としての利用の道が開かれた。
このオープンシステムは受診 ・検査の予約 システム
と病床の利用がある。尼崎市医師会員は医師会長に登
録医届 を提 出すれば誰で も、 この システムを利用出来
る。(平成元年3月15日現在、登録医数224名)
b)受診 ・検査のシステム化
専用の予約票に必要事項 を記入 し、地域医療室に送
る。地域医療室 には医師会から派遣された医療秘爵が
常駐 し、直ちに病院のコンピューター操作 し、検査 ・
受診の空 き時間を探 し、病院に予約すると同時に、登
録医に連絡する。登録医は患者に病院へ行 く日時 を知
らせ る。患者 は予約 した時間に病院にただ一一回の訪院
で検査 を受けることがで きる。 また待つ ことな く診察
を受 けることができる。検査結果は地域医療室を経 由
して登録医に送 られる。県立尼崎病院は解放型病院の
指定 を受けているので、健康保険で定め られた検査に
は共同指導料 を登録医が請求できる。(平成 元年3月
15日現在、受診 ・検査 チ約累計3268件、内検査累計
1091刊二)
c)オ ープン病床の利用
予約票に必要事項 を記入 し地域医療室に連絡する。
開業医が主治医となるのは、慢性内科的疾患(糖尿病、
心疾患、腎疾患、血液疾患、神経疾患など)を 中心 と
し、病態の把握 ・検査 ・生活指導な どが入院の 目的 と
なる。患者は7階 の内科病棟に収容 され、入院 日数は
14日以内を原則 としている。開業医が入院患者 を訪問
す ると解放型病院共同指導料が請求出来る。(平成元
年3月15日現在、入院患者累計394名)
公立病院のオープン化、それも地域医師会が病院に
職員 を派遣 して、病診連携 をはかる試みは厚生省の注
目する ところとな り、開始当初から、病院の経済的影
響、扱 う疾病内容の変化、入院患者の医療費の変化、
勤務医師の反応等が、東京大学医学部の病院管理学教
室 によって追跡調査されている。 この試みが始 って2
年 を経過 した昨年末発表になった病診連携 に関する勤
務医の評価 は(調 査票回収88名、83%)「積極 的にや
るべ き(54.2%)」、 「依 頼 が あ れ ば や る のが よい
(43.4%)」という2つ の意見で占められている。「あ
まりや りた くない、受けいれべ きではない」 などの反
(県立尼崎病院地域医療室) (院内カンファレンス)
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対意見 はほとんどみられなかった。賛成の理由と して
多い ものは、「住民 に喜ばれる(59.2%)」が最 も多 く、
「病 院の機能 が生 かせる(51.0/)」、「自分の技術が
向 上す る(49.0%)」、 「病 院の イ メー ジが よ くな る
(24,5%)」、「病院の経営 に寄与す る(26.5%)」など
の順 になっている。勤務医 は病診連携の必要性 を認め
ていることが わかる。
d)県 立塚 口病院 ・関西労災病院 との連携
尼崎市には県立尼崎病院の外 に県立塚ロ病院と関西
労災病院の二つの公立病院がある。
県立塚口病 院にも県立尼崎病院の経験 を生か して院
内に地域医療室 を設 ける為 に1医 師会からあらかじめ
職員 を派遣す ることに決 っている。
関西労災病院とはS62年から在宅医療サービスの協
力 という形で連携が進んでいる。 これは関西労災病院
がその設立母体である労働福祉事業団か ら、在宅医療
モデル事業実 施病 院に選 ばれ、医師会 に協 力依 頼が
あったことから始 った。この事業で病院から在宅医療
に移行 した患者(S63年中に約50名)は植物状態あ り、
在宅酸素療法、経管栄養、尿路管理等、 これ までの常
識では退院が考え られない重症者が多い。医師会では
会員に受 け入 れ能力の調査 を実施 し、窓 口を定め退院
後の主治症の紹介業務を行 っている。この事業は現在
も継続 中である。在宅医療のシステムとして定着 させ
たいと考えている。
お わ りに
病診連携を進め、活発 な地域医療活動 を展開 し、分
析 し活用する道 をつけておかなければ、将来にわたっ
て医療の変貌と、地域特性の変化 と対応 した医療 を地
元の住民に提供することは出来ない。
あらゆる医療情報の集積 と分析、将来の予測の為の
情報管理部門、日進月歩の医学の進歩 に、医師のみな
らず全医療関係者及 び市民まで含めた者の研鎭の場 と
して活用出来る教育部門、診療 に伴 う検査のみならず
高額医療器機の共同利用 も可能な検診 ・検査部 門、こ
の施設のランニ ングコス トを少 しで も賄い、市民にな
じんで もらう為の健康増進部門、この5の 部 門を持 っ
た市民健康開発セ ンターの建設を、10年前か ら医師会
は尼崎市に提唱 して きた。医師会の熱意がやっ と認め
られ、本年の市議会で建設が決 り、3年 後には完成す
ることにな った。
この時期 には関西労災病院 も改築 され、地域医療室
が設けられ、市内全ての公立病院に地域医療室が完備
する。この時 こそ尼崎市の医療情報ネ ヅトワークシス
テムは本来の機能 を発揮することになる。
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